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薬学モデル・コアカリキュラム C13-(3) に相当

Physiology 1 unit (compulsory) 4th-year(1st semester)

Hiroyuki Mizuguchi ·Associate Professor / Molecular Cell Biology and Medicine, 標的探索学講座, School of Pharmaceutical Technosciences

Target〉 免疫系，呼吸器系，消化器系，泌尿器系，血液・造血器系，代謝・内分
泌系および炎症に作用する薬物について，その薬理作用・副作用をそれぞれ
の臓器の生理機能と関連づけながら理解する．

Outline〉 薬理学は生理学・生化学の基盤のうえに成り立っている学問です．そ
のため，薬物の作用を理解するには，それぞれの臓器の生理機能を生理学的・
生化学的に理解する必要があります．本講義では，免疫系，呼吸器系，消化
器系，泌尿器系，血液・造血器系，代謝・内分泌系および炎症に作用する薬物
について，その薬理作用，副作用，および作用メカニズムがどのように生理
機能と連関しているのかを生理学的・生化学的知見を交え講義していきます．

Style〉 Lecture
Notice〉 薬の多くは有機化合物ですが，他にタンパクやペプチド，脂質，核酸な
どさまざまな分子種を含んでいます．現在その作用メカニズムが明らかにさ
れている薬の大部分は，標的となる分子 (そのほとんどはタンパクです)と結
合して初めて薬理作用を示します．このことを皆さんにはイメージを伴って
理解して欲しいと思います．また，大まかな機能に対する作用しか明らかに
なっていない薬もまだまだたくさんあることも覚えておいてほしいと思いま
す．本講義では単に薬の名前や作用を覚えるだけでなく，その背景にある生
理学的・生化学的基盤も知ることで，薬がどのようにして病気に対して効果
を示すのか，また薬の中にはある病気に対して使用してはいけない (禁忌とい
います)ものがありますが，なぜ使ってはいけないのかについて理解できるよ
うになってもらいたいと思います．

Goal〉 以下の代表的な薬物について，薬理作用，副作用，および作用メカニズム
をそれぞれの臓器の生理作用を基に説明できる．
1.免疫系に作用する薬物
2.呼吸器系に作用する薬物
3.消化器系に作用する薬物
4.泌尿器系に作用する薬物
5.血液・造血器系に作用する薬物
6.代謝・内分泌系に作用する薬物
7.炎症に作用する薬物

Schedule〉
1.イントロダクション (授業ガイダンス)
2.免疫系に作用する薬物 I

3.免疫系に作用する薬物 II
4.呼吸器系に作用する薬物 I
5.呼吸器系に作用する薬物 II
6.消化器系に作用する薬物 I
7.消化器系に作用する薬物 II
8.泌尿器系に作用する薬物 I
9.泌尿器系に作用する薬物 II

10.血液・造血器系に作用する薬物 I
11.血液・造血器系に作用する薬物 II
12.代謝・内分泌系に作用する薬物 I
13.代謝・内分泌系に作用する薬物 II
14.炎症に作用する薬物 I
15.炎症に作用する薬物 II
16.定期試験

Evaluation Criteria〉 出席状況および試験で評価します．
Re-evaluation〉 実施します．
Textbook〉「薬理学―医薬品の作用―(竹内幸一，福井裕行，栗原順一編)廣川書
店」(7,600円+税)を用います．

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217192
Contact〉
⇒ (研究室)分子情報薬理学教室(薬学部本館3階東)

(Eメールアドレス)guchi003@ph.tokushima-u.ac.jp (Office Hour: 随時)
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